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令和2年度 第5回 国立市立学校給食センター運営審議会 

 

 

 

 

 

 

 

前回会議以降（11/26〜2/25）の主な出来事を報告 

議題（1）令和2年度事業報告 
 

令和2年度事業報告［資料1-1］ 

11/30 「学校給食食材等の放射性物質の測定検査および産地について（お知らせ）」を全校配布。

使用予定の食材に微量の放射性物質が検出されたため。詳細は次項。 

12/11 東京都教育庁主催の学校給食研修が文京区で開催、国立市から1名の栄養士が受講。 

1/12 昨年より牛乳業者（東毛酪農）の機械トラブルによりビンから紙パック牛乳への変更を余

儀なくされていたが、ビン牛乳の提供を再開することができた。 

1/13 第五小学校で七草団子汁に全長2mm程度の虫が混入した。納品、調理、教室での配食を

含む配膳過程等のどの段階で混入したかは不明。カップに付着した可能性もあるので指

導を徹底する。細心の注意を払って安全で安心な給食の提供に努めていく。 

▶︎牛乳・給食の放射性物質測定検査 

放射能と産地［資料1-2］（12月分）［資料1-3］（1月分）［資料1-4］（2月分） 

・センターによる11～1月の給食・牛乳測定の結果、不検出（検出限界値未満） 

・外部機関による食材測定の結果、まいたけにセシウム137を検出（1.4Bq/kg） 

国の基準値（一般食品100Bq/kg、乳児用食品50Bq/kg）以下ではあるが国立市では、品目によ

って0.7～1.00Bq/kgを下限値としているため、使用を中止して産地変更した。 

議題（2）令和2年度学校給食費収支状況について 

▶︎令和2年4月1日〜12月31日までの学校給食費の収支状況を報告 

令和2年度学校給食費収支状況［資料2］より一部抜粋。※詳細は市のホームページの資料をご覧ください。  

日 時 2021年2月25日（木） 午後2時～午後3時 

場 所 国立市立学校第一給食センター2F大会議室 

委 員 出席13名、欠席委員5名、傍聴1名 

事務局 4名（土方所長、宮本事務主査、山本栄養士主査、青木調理主査） 

議 題 (1) 令和2年度事業報告［資料1-1］ 

放射性物質測定検査［資料1-2］［資料1-3］［資料1-4］ 

(2) 令和2年度学校給食費収支状況［資料2］ 

(3) 令和3年度事業計画［資料3］ 

(4) その他 

※ 議事録及び資料は市の公式サイトをご覧ください。

令和３年 6月 

運営審議会会長：小林 理人 

作成担当：四小・五小・六小・七小 

印刷担当：久保 麻理 
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収入 （単位：円） 
区分 調定額 不能欠損額 収入額 未収入額 摘要 

給食費 166,163,577 0 155,228,643 10,934,934 93.419% 

  現年度給食費 157,079,607 0 154,308,648 2,770,959 98.236% 

  過年度給食費 9,083,970 0 919,995 8,163,975 ※10.128% 

前年度繰越金 9493794 0 9493794 0   

雑入 35,106 0 35,106 0 廃油売却収入 等 

合計 175,692,477 0 164,757,543 10,934,934   

支出 （単位：円） ※ 令和元年以前 

区分 支出額 摘要 

主食購入代 22,398,365 内訳は資料 2 参照 

副食購入代 94,753,124 〃 

牛乳購入代 31,931,429 〃 

調味料購入代 5,127,974 〃 

合計 154,210,892  

▶︎会計監査報告 

・2月18日（木）10:00より第一給食センター会議室において監査実施。 

・令和2年度2学期の学校給食費の収支書類と証拠書類を監査し、帳簿及び預金通帳等を照合した

結果、適正に処理されていることを認める。 

 

議題（3）令和３年度事業計画 

▶︎令和3年度事業計画について事務局より説明 

令和3年度給食センター主要施策［資料3］より一部抜粋 

1 食の安全安心の確保 

(1) 良好、安全な食材の調達 

食材の調達は食品衛生法の諸規制に適合したものを使用する。基本的に国内産とし食品添加

物、遺伝子組換え、農薬の使用を控えたものを使用、地場野菜の取り入れを推進する。 

(2) 放射能への対応 

提供給食の給食センターでの日次測定と検査機関での測定を継続。調理における丁寧な洗浄

を励行し、適切な栄養摂取、給食ならではの献立に配慮する。 

(3) 給食の充実 

学校給食への理解度のさらなる深化に向け民間事業者と連携し、新たな献立作り等を模索。 

(4) 食物アレルギーへの対応 

食物アレルギーや食中毒事故を防ぐため、保護者様に対し資料提供等で衛生管理の徹底を図る。 

2 食育の推進 

 食に関する理解の促進のため献立メモを継続実施する。令和2年度では新型感染症の影響で実

施できなかったが、令和3年度は可能な限り出前授業を実施し食育を推進。 

3 円滑な運営管理の実施 

 引き続き給食費徴収を徹底する。給食費会計は収支状況を見ながら、適正な収支運営に努める。

各種委員会の円滑な運営と衛生委員会活動を中心に安全管理を徹底する。 

 

議題（4）その他 

▶︎視察研修・新給食センターに関しての意見交換 

事前送付資料：質問事項（回答） 

委員より提案：新型感染症防止で中止となった視察研修や新センターに関する意見交換（次ページ）  

合計 （単位：円） 

収入合計 164,757,543 

支出合計 154,210,892 

差引残額 10,546,651 
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【委員からの主な質問や意見】 

戸田市立学校給食センターにおける現状について 

Q1. 質問1の回答に「オール電化のためメンテナンス費用がかかり、想定よりも高額～」とあ

るが国立市ではどうするのか？ 

A1. 国立市はオール電化ではない。インフラ設備は現在の給食センターとほぼ同じ認識でい

ただければ。 

意見 （質問3に関して）国立市は保護者の参加が徹底されていると思った。 

事務局 国立市は献立作成委員会などがあり、そのようなお言葉をいただけると非常にありがた

いと思う。 

意見 （質問4に関して）稼働してみて必要なかった設備や機械についての回答がある。国立市

でも有用と考えるので新センターの事業者が決まったらお伝えしてはいかがか。 

事務局 ここでいただいたご意見を念頭に入れながら、業者と話し合っていければと思う。 

アレルギー対応食について 

Q1. 質問1の回答に「除去食は小中どちらかにして同日にしない」とあるが、なぜか？  

A1. 国立市では小・中学校の献立が異なるため当てはまらない。事故を未然に防ぐためにま

ずは乳と卵の除去食を完全にマスターする。代替食はスキルを得てからと考えている。 

栄養士との連携について 

Q1. 質問1の回答に「当日の市栄養士と委託会社との役割分担～」とあるが、新センターの場

合もこの流れと考えてよいか？  

A1. 大まかな当日の流れはおおむねこの通り。下打合せをまず行ったのち、全体説明となる。 

調理・配送の民間委託について 

Q1. 質問2の回答に「民間委託のデメリットに費用面」とあり大変驚愕している。我々素人は

民間委託したら費用面でこそコストダウンが見込めると考えるが戸田市の真意は？  

A1. まず手法が異なるため戸田市に聞かないと真意や詳細は不明。国立市が目指す形は、コ

ストの増加部分をFPCで賄うことなので想定外の出費はないと考える。現状、消耗品費

や施設等修繕費は国立市負担だが、新センターでは会社負担となる。 

 

▶︎新学校給食センター整備事業方針について 市教育施設課 担当課長より報告 

新給食センター整備運営事業に関する入札・提案書等提出の日程変更について［教育施設担当

より当日配布］一部抜粋 

・新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言が１月に発出、延長もされるであろうという見込み

だったため、提案書等の提出期限を延長した。5社6社がグループで提案を行う際、打ち合わせ

ができないなどの事情を考慮した。国立市によりよい提案をしてもらうための措置。 

・令和5年2学期新センター開業というところは変えずにやっていけると見込んでいる。事務局側

で作業を短縮してこれに対応する。 

 

▶︎視察研修先・戸田市学校給食センターへの質問に対する回答 

事前送付資料：質問事項（回答） 

・緊急事態宣言を受け、1月に予定していた戸田市学校給食センターへの視察が中止となった。 

送付した質問事項に回答があったので一部を次ページに記載する。 

 

  
次回：第6回 6/24（木）午後2時（予定）第一給食センター2階 大会議室（傍聴可） 
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質問事項（回答） ※ 一部抜粋して掲載 
戸田市立学校給食センターにおける現状について 

 質問事項 回答 

1 

建て替えてから約9年経過していますが、開
設当時に苦労した点と問題点、またそれら
をどのように改善していったなどをご教示
ください。 

限られた敷地の中で建設を行うため動線及び設計に苦
労したと聞いております。また、オール電化のためメン
テナンス費用等につきましては、想定より高額でした。
また児童、生徒の人数を把握し、余力を想定した食数を
作れるよう設計すべきであった部分が問題点です。 

2 
給食を食べている人の評価はどうですか？ 
（可能であれば建て替え前及び委託前と比
較して） 

栄養士、調理師の協力により好評をいただいておりま
す。建て替え後には埼玉県の「学校給食調理コンクール」
で3度表彰されており、建て替え前よりもよくなってい
ると思います。 

3 
献立作成から給食当日までの手順を教えて
ください。（誰が誰とどのように） 

【3か月前】 原案作成（担当栄養士） 
 栄養士検討（センター栄養士全員） 
 調理員検討 
【2か月前】 献立会議（各学校給食主任・課長・事務・栄養士） 
 見積もり（栄養士） 

購入委員会（市職員・課長・PTA・担当校長） 

【前月20日】 発注（担当栄養士） 

4 
稼働してみて必要がなかった設備や機械、
あればよかったと思われる設備や機械があ
ればご教示ください。 

①コンテナ補完庫が今後足りない（児童生徒数増加のため） 

②器具洗浄室が規模にあっておらず小さい。 
③ラック等大きなものを洗う場所に仕切りがなく、床が
濡れてしまう。 

④主菜を手作りする（唐揚げやフライなど）スペースはあ
るが、揚げ焼き室のパススルーが一つしかなく手作り
の際は揚げ物か焼き物どちらかの調理しかできない。 

アレルギー対応食について 

1 
アレルギー対応食についてご苦労されてい
ること、工夫されていること、注意されて
いることをご教示ください。 

①除去食は焼酎どちらかにして、同日にはしないように
献立を立てます。 

②アレルギー室に除去食の材料が運ばれてからアレル
ゲンになるものを調理室に出します。 

③アレルギー食の担当者と除去する食材を扱う担当者
は、工程表に明記します。 

④誤食や渡し忘れを防ぐため、個票を除去食につけて関
わる人がチェックするようにしております。 

戸田市学校給食センター設備 

 

 


